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1.はじめに
西南戦争は鹿児島を主戦場に、貸本・宮崎・大分にも拡大して行われた戦争
であるが、戦火を免れた北九州の中で、長崎ほど重要な役割を演じた都市はな
かった。長崎韓はこの当時既に海軍の重要な根拠地の一つであったし、戦前、
薩軍が海路長崎を襲い、軍艦を奪い東上するとの説もあった。
(り
薩軍も政府軍も長崎を戦争における重要拠点と考えていたことがわかる。
実際には政府軍が長崎を拠点として薩軍に反攻Lt勝利に終わり、長崎を押
さえられなかった薩軍が負けたわけである。
この小論では、兵地基地としての長崎・作戦基地としての長崎・傷病兵の収
容先としての長崎・戦後処理を任された長崎の西南戦争における軍事的役割の
重要性を検証していきたいと思う。
2.開戦前の長崎
明治9年12月、長崎県警察は鹿児島県に不穏の兆候が見え始めたために、現
地の実情を-早く把握するために飯島四等警部を探偵として派遣し、長崎での
武器弾薬の外国からの輸入買入を取り締まった。 探偵としては飯島四等警部以
2)
下多くの巡査を派遣して九州各地を探索した。 以下、表にまとめてみた。
桓偵
出発日
iE帰着日
四等警部飯島矩道 12月17日 熊本●鹿児島
(八代●天草牛深●阿久根 ●
川内)
12月31日
二等巡査園田亮逸 12)J201 鹿児島 (阿久根 ●瀬高●久留
*蝣)
1月8日
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二等巡査園田亮逸 2月8日 鹿児島 (出水●水俣) 2月16日
I
十等警部白井 斎 2月8日 葉木 2月17日
九等警部志佐明誠 2月9日 天草牛深 不明
十等警部荒木洪範 2月23日 蕪本 (高瀬口●山鹿口●南開 3月1日
八等警部井出括五邸 2月24日 笹本●高瀬●山鹿 3月5日
四等巡査松尾珊八 2月25日 熊本 (島原船津●大浜●長州
●高瀬●大浜●川内●野井手
●長州)
3月7日
六等警部塩津信義 2月26日 熊本長州 (島原●長州) 2月28日
七等警部日比野照 3月5日 蕪本 (南開) 4月25日
十等警部藤原九邸 4月10日 蕪本 (宇土) r>;ォ‖
一等巡査梅田時計 5月13日 大分 (大分●楢崎●武田●三
重市●臼杵 ●津久見●佐伯等
6月17日
一等巡査佐藤秀夫 5月30日 岸本 6月1911
一等警部藤岡克巳 5月30日 愛媛 (福岡●山口◆四国) 6月28日
一等巡査佐藤秀夫 6月20日 熊本●宮崎●鹿児島 7日291J
十等警部三ケ尻思吾 0月291J 熊本 (水俣) 不明
八等警部上原寛済 7月27日 宮崎 (熊本人吉●日宇森永● 8Mサn
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都城)
十等警部岡部政世 7月30日 大分 (大分県柵返●三国峠●
小野市●重岡●拝趨 ●赤松●
佐伯●三河内等)
8月5日
十等警吾wh浪荘一 9月3日 鹿児島 (牛深●水俣●出水●
阿久根)
9月15日
この裏からは熊本探索が一番多いことがわかる。 九州の貸本・鹿児島が多い
のは当然としても、四国までも足を運んでいるのを見ると、政府側はこの戦争
が全国的に飛び火するのを警戒していたことがわかる。
明治10年1月、内務省警保局と東京警視庁は統合して一本化きれ警視局にな
ったが、これは警視局を内務省が直接掌管した事となり、西南戦争を予期して
いたシフトと考えられる。131
1月、鹿児島の情勢が不穏のため、陸軍卿山県有朋は貸本鎮台司令長官谷干
城に長崎警備の出兵を命じた。 この時点で政府は戦争の発生を予期していたこ
川
とになる。 2月10日、内務省は警視局の巡査約600名を九州に派遣した。 内訳
は福岡121名、熊本232名、佐賀121名で、長崎には警視l名、警部28名、巡
査208名、他3名計240名で九州の中で最大の数である。 この後も引き続き9
51
月5日までに13回、合計9500人の巡査を派遣した。 警視局長川措大警視は、陸
軍少将兼大警視として、第3旅団司令長官となって、警視隊を率い、多くの巡
査が前線配備についた。
6
これらからも政府は戦争が起こった時に長崎を押さえておかねばならないと
考えていた事がわかる。
2月13日、内務卿大久保利通が北島秀朝長崎県令に対し、鹿児島の情勢不穏
のため、管内民心に動揺のないよう警戒方を事前通告した。
(7)
2月14日、熊本鎮台小倉嘗所の第14連隊から1中隊が、長崎警備のため息関
より海路長崎に送られ、半小隊ずつ茂木・網場に屯営し、さらに警視庁巡査隊
鰯
600名も到着し長崎韓を中心に佐賀方面の警戒に当たったが、県令北島は兵数
19)
が少ないとして中隊長に増兵を請うた。
この背景には、当時市中では薩軍が海
路長崎を養い、軍艦を奪って東上するという流言が飛び、郊外各地に避難する
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(いわゆる「西郷逃げ」)者が続出する騒ぎがあったからである。
K
これは当時、長崎が海軍の数少ない根拠地の一つで、陸軍の兵姑基地として
も最適で、薩軍が東上するなら当然目指すべき港であったからである。
3.戦時下の長崎の状況
3.1. 軍港・兵粘基地としての長崎
2月15日、薩軍は挙兵し、蕪本に向けて進軍した。
2月17日、長崎県警察は巡査による警備蘇成をし、謝織的な警備活動を開始
し、もっぱら茂木、射場方面の海陸取り締まりを始めた。
tlい
2月20日、薩軍支援の鹿児島県令大山紳良の専使Il人、茂木港で賊徒として
捕拝された。 彼等は、西郷が政府に尋問のため率兵上京するので、その保護依
頼と、中原尚雄の口供書を所持しており、一旦茂木に上陸の上、大阪まで船便
で和歌山・三重・愛知・静岡等へ行く予定であった。 これも薩軍が長崎を目指
IJ21
していた証左であり、薩軍側が長崎を味方につけようとしていたことが窺われ
る。結果としては、時すでに遅かったわけである。
2月22日には、蕪本鎮台兵1中隊が増派きれ、寺町の長照寺に仮屯所がおか
れ警戒にあたった。 また、西郷軍の海路上陸に備え、茂木口・網場口は官兵が
固め、市中各所には巡査の立番所が出来た。 更に、軍艦4隻が派遣され、長崎
・熊本近海の警戒に出動した。
(13)
24日、警視局より514名が派遣され、翌25日には、その内200名が茂木へ、
100名が深堀に派遣された。 陸軍・警視局・長崎県警察の3着が陸上・海上の
(11
要所の警備分担を定めた。
15]
当時長崎港は海軍根拠地として海軍出張所が設けられていたが、開戦によっ
て神戸の臨時海軍軍務局が26日、長崎に移設された。 特に当時はまだ陸上交通
の設備が整っておらず兵員・軍需品の輸送は海緒によっていたために、長崎は
政府軍の軍事上重要な作戦基地となった。 又、大村町に長崎運輸局を設け、海
us
軍大佐黒川通軌が局長となって兵姑の事務をとった。 戦闘の激化にともない、
後続政府軍は長崎から海路、八代口に向かった。
u7)
4月3日には行在所達第8号により、臨時船舶出人並密売(弾薬・鎌知等)
取締心得が定められ、海上船舶の取締が強化された。
(川1
4月8日には、長崎運輸局は陸・海軍の二つに分かれ、陸軍運輸局は葵町元
小町雑跡に置いたが、9月17日には鹿児島に移転した。 海軍運輸局は豊後町に
-5-
lサ:かれた。
4=月15日、長崎県警察は臨時巡査1000人を募集、応募者約300人を熊本へ出
陣させた。
6月14日、熊本軍団本部が酉浜町に置かれ、多くの兵器弾薬が香港・上海方
面から長崎に輸入された他、大黒町の砲台空地では、火薬類の製造も行われ、
長崎は西南戦争の兵地基地と化した租があった。
(19)
3.2. 長崎病院の状況
2月2日、長崎病院は戦時仮病院に指定され、後に西南戦争の傷病兵収容所
とされた。 この点からも、政府は西南戦争の始まりを予期していたと考えられ
(201
る。3月15日、大浦外人居留地に海軍仮病院が設置され、海軍傷病者の治療
を主として、あわせて陸軍の傷病者の治療にも当たっていたといわれている。
吉田健康長崎病院長は3月23日、別働第二旅団司令長官山田頼義少将から陸
軍御用儀の発令があったが、間もなく所属は少将兼大書及川措利良を長官とす
る別働第三旅団(警視旅団)に移された。 長崎病院は警視病院の本院に当てら
れ、警視局員の傷病者を収容し、治療した(最初の患者は八代から海措送られ
てきた警視局巡査で戦傷75名と戦病39名であった)。 3月29日には第一分派柄
院が大音寺に置かれた。
位1、
2月25日に久留米に設置された軍団病院が4月1日に長崎に進出し、市内の
18ケ寺、40余戸の民家に軍団病院病舎が置かれた。 薩軍との戦いで、政府軍に
も多くの傷病者が出たが、その収容は長崎が引き受けた。 4月には、長崎病院
で127名の死者が出ているが、これはいうまでもなく西南戦争最大の激戦・田
原、吉次越えの一戦の借着を一時に収容した結果と思われる。 激戦当時、長崎
に送られてくる傷病者は日に数百人、病舎に収容しきれずに、片淵郷の畑地に
措け小屋を建てて仮病舎に当てたほどで、患者を運ぶ担架も足りず、モツコで
運ぶ騒ぎだったといわれている。 これを裏付けるように次のような記録がある
GZ21
4月15日当時、海軍病院には患者440名、警視病院には139名が入院してい
た。 又、6月11日には警視局被借着60余名が戦地より輸送され、長崎病院並び
に分派病院とも満員となった。
5月1日、新大工町に仮病院を新設し、第1副病舎から第8副病舎まで設け
られた。
(2:サ
きて、6月29日ー佐野常民が長崎に来て、博愛社と称する一社を作り、赤十
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字社の趣旨に倒って、戦争の傷病者を政府軍・薩軍を問わず、治療しようと申
し出た。そこで、軍団病院に二分室を設け、これを薩軍傷病者に分与した。 こ
れが我が国の赤十字社の始まりであった。
(211
7月12日、今までの分派病院及び、各副病舎は全部これを「警視病院」と改
称し、13日、長崎病院及び各分派病院が入院患者を警視局に引き継ぎ、3月25
Q5)
日以来の負傷者入院数を調査し、一覧表を作成した。 下記の蓑がそれである。
病院の名称 入院音数 退院者数 死亡音数 引継音数
長崎病院本院
第一分派病院
第二分派病院
第三分派病院
第四分派病院
220名
251*1
81名
83名
14t
151名
157名
48名
34名
18名
8名
2名
1名
51名
86r,
31名
48名
44名
合計 (.79 390名 29名 2(50名
こうして、警視病院と改称されるまでの間、警察官の戦傷死者は、長崎戦時
仮病院(長崎病院)及び4ヶ所の分派病院に収容していた。 西南戦争終結後の
<2f1
10月16日、長崎軍団病院が廃止され、臨時長崎病院が置かれて残務処理が行わ
れた。長崎軍団病院は11月17日、患者全てを乗船させて長崎を去って大阪病院
(27
に収容し、移転完了となった。
4.九州臨時裁判所の設置
4月3日朝廷は征討提督有栖川宮嬢仁親王に対し九州地方国事犯賊徒処刑の
事を委任した。 政府はこの時点で、戦後処理をすでに考えていた事になる。 4
月20日福岡に九州臨時裁判所が設置された時、久留米には出張所を置き、長崎
には臨時艦倉が置かれ蕪本・鹿児島の国事犯を引き受けた。 鹿児島・宮崎にも
-7-
出張所が設置されていたようであるが、艦倉の所在地は大黒町の元腔後屋敷、
CZ印
恵美穎町の元武雄屋敷、新橋町の元太平寺、桜町の監獄であった。 5月9日
有栖川宮轍仁親王から長崎県あて、福図の九州臨時裁判所を長崎に移す旨の達
しがあり、5月10日から開庁した。
国事犯の増加に伴い、監獄が狭くなったので、長崎女児小学校にも臨時艦倉
が設置された。 なお、長崎へ護送きれた国事犯の数は5月16日231名、6月1
129!
日110名、2日50名、6日74名、17日90名、7月4=日89名であった。
(瑚
9月30B、前鹿児島県令大山柵良く3月17日官位剥奪)は桜町の監獄で斬罪
に処された。 長崎の4=濫倉で処刑きれた国事犯は、斬罪(22人)をはじめ、懲
役(10年・3人、7年・11人、5年126人、3年380人、2年1183人、
1年614人、100日130人、70日・2人、30日・2人)、除族(242人)
貯罪・収賄(20人)、棒鎖(1人)、総数2764人に達した。
九州瞭時裁判所で処断の国事犯は、初めは同裁判所か6<D要求で、10年8月
以降国事犯の出身地その他へ、長崎県警察から船によって護送したが、その後
この国事犯の収容は、長崎の艦倉だけでは足りなくなったので50人に限って島
根県・石川県・新お県・山形県・若手県・青森県・秋田県・宮城県・福島県の
9県に長崎から護送するようにとの内務卿代理からの通達があったが、これ以
降処刑済の者のみ東京まで護送した。
031
t321
5.結びにかえて
長崎の西南戦争における軍事的役割は、軍港としての長崎、兵鈷基地として
の長崎、傷病者の収容施設とLJての長崎、国事犯収容施設としての長崎、そし
て戦後処理も担った長崎としてあった。
西郷軍が東上するならば、必ずや確保したいであろう長崎、それを百も承知
で、開戦前から長崎に巡査を送るなどして、長崎確保を画策していた政府、開
戦前から既に西南戦争の勝敗は決していたといっても間違いではあるまい。 そ
の長崎で、官軍の傷病者と一緒に長崎病院に入院する薩軍のあわれさ、正に歴
史の皮肉としかいいようがない。 又、長崎の臨時裁判所で刑を受け、ここに収
容きれた数多くの薩軍の兵士、特にここで処刑きれた大山前鹿児島県令は哀れ
きを誘う。
もし、薩軍が海拷鹿児島から長崎をつけばー西南戦争の戦い方も変わってい
たかも知れない。 正に長崎を押さえるか押さえないかが勝敗の明暗を分けた。
、8-
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紬嘉村国男『新長崎年表・下』(長崎文献社・昭和51年)の70頁を参照。
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(27)長崎大学医学部『長崎医学百年史』(長崎大学医学部・昭和36年)の
292-305貢を参照。
(29;長崎市小学校職員会『明治維新以後の長崎』(塩川書店・昭和48年)の
198亘を参照。
(30)『東京日日新聞』cm約1(W-7/J14N版)を参照。
Pll前掲書『市政百年長崎年表』の106責を参照。
82)前掲書『長崎県警察吏・上巻』の830頁を参照。
03)前掲膏『長崎警察史・上巻」の829-830頁を参照。
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